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1. 研究の成果の概要 

私たちはこれまでに緑茶カテキンの一種である EGCG※ 1 が様々な腫瘍に多く発現す

るタンパク質 67 kDa Laminin Receptor (67LR) ※ 2 に特異的に結合することで抗がん

作用を発揮することを報告してきました。本研究では, EGCG が 67LR への結合を介し

てがん細胞に特異的に結合する性質を利用して,蛍光物質を付加した EGCG を用いる

ことでがん細胞のみを特異的に光らせること（可視化）に成功しました。 

 

2. 研究のトピックス性（この研究・発見のどこがどうすごいのか） 

がん細胞を検出・可視化させる手段としては抗体等を用いる方法が一般的ですが、日

常摂取する緑茶カテキンのような食品成分を利用することでがん細胞を特異的に可視

化することに成功した点。 

 

3. 研究の波及効果（本研究成果がどのような役に立つのか） 

67LR は様々ながんで高発現していることから 67LR の発現が陽性ながんの診断薬と

しての応用や生体内におけるがんを検出・可視化するためのプローブとしての活用が

期待できます。 

 

 

 

    ＜用語説明＞  

(※ 1) EGCG： 緑茶に特有な成分であり、緑茶ポリフェノールの一種。  

(※ 2) 67LR： がん細胞などの細胞膜表面に高発現するタンパク質の一種。細胞接着や 

ウイルスの細胞内感染等に関与していることが知られている。  

(※ 3) 蛍光：励起光を当てることで別の色の光を発する。  

 

 

 

 


